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03040105101国民年金事務事業

保険年金課 50-3031 佐々木啓介

誰もが笑顔で暮らせるまちづくり

安定した社会保障制度の確立

法定受託事務

ソフト事業

市 市が直接実施

有

無

有

国民年金法

事業対象
20歳以上の市民

国からの法定受託事務として、国民年金の資格取得・喪失・種別変更届けの受付と老齢年金・障害年金の裁定請求等を行うものです。

○需用費（事務用消耗品費、書籍購入費）　30千円

○役務費（年金事務所報告郵便料他）　　　41千円

○使用料及び賃借料(有料道路通行料）　　　6千円

予算

報酬

民生費款 項 目国民年金事務取扱費 国民年金事務取扱費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度

総事業費

30 18

41 48

6 4

77 70

3.02 3.7721,469 26,801人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

21,546 26,871千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

3.02 3.7721,469 26,801人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 77 71千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 21,469 26,800千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 21,546 26,871千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円その他

目標値
件

5248
被保険者の適用関係等届出処理件数

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成25年度

---
成
果 5453

達成率

平成24年度

--- 5002

達成率

平成23年度

--- 4928

達成率

平成22年度

目標値

実績値

達成率成
果

達成率 達成率 達成率

目標値
人

9882
国民年金被保険者総数（推定1号被保険者総数）

実績値

達成率

---
活
動 10235

達成率

--- 10438

達成率

--- 10847

達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

A

B

B

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

B

A

A

すぐにできる 法定受託事務のため市の裁量の余地はありません。今後も来庁者にとって公平な受付事務を行なうようにします。

改善提案

目標年度 未設定

迅速な対応を目指し、ねんきんネットの導入を行っていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支所間での対応の違いをなくすため、
各総合支所窓口担当職員・本庁職員間で年金研修を行っていきます。　　　　　　　　　　　国民年金制度への理解を深めてもらうため、PRに努めます。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

法定受託範囲内で適切な事務執行を行ないます。今後も関係機関との連携・協力を図ります。

平成26年4月より順次年金制度が改正されていく予定になっています。改正に対応するため、近畿厚生局・日本年金機構が開催する研修会に積極的に参加し、制度の理解に
努めていきます。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
法定受託事業なので、その法律の範囲内で事業を実施します。

目標年度 －－このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
年金事務所が主体のため、保険料の減免・納付状況の確認等の範囲内で実施する。

目標年度 －－現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
法定受託事業のため、必要な経費は支給される。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
現状の人員で事業の実施をする。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

関係機関と連携して、被保険者には公平な扱いを進める。

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき 支所との連携を進めつつ、「年金ネット」の効果が出やすくして受付に短期化を図る。

目標年度 -- 年度

改善提案
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04010115101国民健康保険特別会計繰出金

保険年金課 50-3031 伊藤　嘉美

誰もが笑顔で暮らせるまちづくり

国民健康保険、老人医療、介護保険事業の適正運営

自治事務（義務的なもの）

ソフト事業

市 市が直接実施

有

無

有

国民健康保険法

事業対象
国民健康保険加入者

国民健康保険事業の健全な財政運営と安定化を図るため、国民健康保険法及び国通知等に基づき国民健康保険特別会計に繰出しする。

○繰出金
【法定内繰出金】　　                   449,453千円
　・保険基盤安定繰出金
　　保険税軽減分（保険税軽減分の支援）　　　　198,645千円
     　　負担割合：県3/4、市1/4
　　保険者支援分（低所得者数に応じた支援）　　 43,876千円
    　　 負担割合：国1/2、県1/4、市1/4
　・事務費等繰出金（一般管理、賦課徴収等経費） 39,324千円
  ・職員給与費等繰金                       　　74,873千円
       （職員人件費、運営協議会委員報酬他）
  ・出産育児一時金繰出金（支給額の2/3）　　　　17,074千円
　・財政安定化支援事業繰出金　 　　　　　　　  25,661千円
     （低所得者や病床数が多いことによる支援）

【法定外繰出金】
・法定外繰出金（国保会計の財源不足による支援） 50,000千円

予算

報酬

衛生費款 項 目保健衛生費 保健衛生総務費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度

総事業費

449,453 446,938

449,453 446,938

0.36 0.252,559 1,777人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

452,012 448,715千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

0.36 0.252,559 1,777人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 181,891 172,135千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 270,121 276,580千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 452,012 448,715千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円その他

目標値
千円

50000
国民健康保険特別会計への法定外繰出金削減額平
成24年度　50,000千円から毎年減額目標

50000

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成25年度

100
成
果 50000

50000 達成率

平成24年度

100 50000

50000 達成率

平成23年度

100 0

0 達成率

平成22年度

100

目標値

実績値

達成率成
果

達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

A

A

B

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

B

A

A

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

すぐにできる 繰出基準に基づき繰出しているもので、国民健康保険特別会計の健全な財政運営と安定化を図るために必要です。

改善提案

目標年度 未設定

繰出基準に基づき繰出を行うことで、国保事業の安定的な運営を図っております。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

繰出基準に基づき繰出しているもので国民健康保険特別会計の健全な財政運営と安定化を図るために必要です。

繰出基準に基づき繰出を行っているが、国保会計の安定的な運営を図るため、一般会計からの法定外繰出行う状況になっております。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
国民健康保険法に基づき更に、条例や保険税条例、要綱等から、一般会計から特別会計への市の負担金の分担があり、繰出しが必要です。

目標年度 －－このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
特別会計の財政基盤の安定化を図る点からも、また構造的には低所得者が多い会計であり、一般会計からの繰出し金が年々増加傾向である。

目標年度 －－現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
繰出基準に基づき繰出しを行います。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
現状の人員で事業実施します。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

繰出基準に基づき繰出しているもので、国保特別会計の健全な財政運営と安定化のために必要です。

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき 繰出基準に基づき繰出しているもので、国保特別会計の健全な財政運営と安定化のために必要です。

目標年度 -- 年度

改善提案
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04010700101老人医療保健事業

保険年金課 50-3031 高嶋　妙子

誰もが笑顔で暮らせるまちづくり

国民健康保険、老人医療、介護保険事業の適正運営

自治事務（義務的なもの）

ソフト事業

市 市が直接実施

有

無

無

老人保健法

事業対象
旧老人医療被保険者

旧老人医療保健制度に係る医療費等の精算処理を行う。

前年度に精算された医療費のうち、社会保険診療報酬支払基金、国、県分の返還を行う。

　○返還金　　　 5,367千円
　　支払基金分　　3,704千円
　　国庫分  　　　1,330千円
　　県費分　　　　  333千円

予算

報酬

衛生費款 項 目保健衛生費 老人保健費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度

総事業費

5,366 12,675

5,366 12,675

0.38 0.172,701 1,209人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

8,067 13,884千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

0.38 0.172,701 1,209人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 8,067 13,884千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 8,067 13,884千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円その他

目標値過年度精算を行なう事業のため、数値設定するこ
とには適しません。 実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成25年度

成
果

達成率

平成24年度

達成率

平成23年度

達成率

平成22年度

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

A

A

A

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

A

A

A

すぐにできる 医療費等の精算のためこのまま継続します。

改善提案

目標年度 未設定

老人保健医療分の精算に伴うもので、国・県・診療報酬支払基金に返還しています。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

医療費等の精算のためこのまま継続します。

医療費等の精算のためこのまま継続します。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
医療費の精算に係る国・県への返還が生じるため、このまま継続します。

目標年度 －－このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
医療費の精算に係る返還が生じるため、このまま事業を実施します。

目標年度 －－現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
特別な経費も不要なため今後も事業を実施します。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
現状の人員で事業に当たります。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

医療費の精算があるため、このまま継続します。

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき このまま継続します。

目標年度 -- 年度

改善提案
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事務事業名

所管部署

事業コード

総合計画
基本構想

基本計画

電話 記入者名

事業区分

事業種別

実施主体 実施手段 委託内容

根拠法令

根拠例規

関連計画・
マニュアル

事
業
の
目
的
・
事
業
の
概
要
等

04010800101後期高齢者医療事業

保険年金課 50-3031 高嶋　妙子

誰もが笑顔で暮らせるまちづくり

国民健康保険、老人医療、介護保険事業の適正運営

自治事務（義務的なもの）

ソフト事業

市 市が直接実施

有

無

無

高齢者の医療の確保に関する法律

事業対象
後期高齢者被保険者

後期高齢者医療制度を運営するため、後期高齢者医療広域連合への負担及び後期高齢者医療特別会計への繰出しを行うものです。

○負担金　     　　　　　　　　　　　　　　　 797,885千円
　・後期高齢者医療療養給付費等負担金　        760,413千円
　　    （医療費の支払いに要する費用のうち市負担分）
　・後期高齢者医療広域連合事務費負担金　       37,472千円
　　    （広域連合の運営に要する費用のうち市負担分）

○繰出金　      22,244千円
　・事務費等繰出金（一般管理、賦課徴収等経費） 22,244千円
　・保険基盤安定繰出金（保険料軽減分の支援）　182,202千円
　　　負担割合：県3/4、市1/4

予算

報酬

衛生費款 項 目保健衛生費 後期高齢者医療費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成22年度

総事業費

1,002,329 983,589

1,002,329 983,589

0.59 0.194,194 1,351人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

1,006,523 984,940千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

0.59 0.194,194 1,351人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 136,651 134,688千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 869,872 850,252千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 1,006,523 984,940千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円その他

目標値
千円

22244
後期高齢者医療特別会計への事務費繰出金 26000

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成25年度

85.55
成
果 25,909

26000 達成率

平成24年度

99.65 25680

26000 達成率

平成23年度

98.77 41277

42000 達成率

平成22年度

98.28

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

A

A

A

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

A

A

A

すぐにできる 後期高齢者医療広域連合と連携を図りながら、被保険者が安心して医療が受けられるように推進していきます。

改善提案

目標年度 未設定

高齢者の保健給付費を一般会計から広域連合に負担金として納付しています。また事務費については人件費及び保険料の軽減分を一般会計から繰出しをしています。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

高齢者の医療の確保に関する法律等に基づき、広域連合と連携を強化し、事業に取り組んでいかなければならない。

広域連合と連携しながら、事業の安定的な運営をめざし、適切かつ迅速に取り組んでいます。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
高齢者の医療の確保に関する法律等に基づき事業を行います。

目標年度 －－このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
法律等に基づき実施します。

目標年度 －－現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
負担金(市）等、事務経費負担についても応分の分のみなので現状を維持します。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
現状の人員で事業を推進します。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

広域連合と連携を図りながら、被保険者が安心して医療が受けられるような事業を進めます。

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき さらに広域連合とは連携を取りながら、事業に取り組んでいきます。

目標年度 -- 年度

改善提案


